
違いに出合う、その瞬間から 
藤原 良史

「0.3L ってどのくらいのことかな？」「それは１L を十等分した内の３個分で、分数と同じように考えることができ

るよ。」「そうなの？どういうこと？」とノートに描かれた図をのぞき込む３年生の子どもたち。分からなさや他者の考

えと出合ったとき、子どもたちの心が大きく動きます。 

今年度、本校では研究主題「進んで聴き合い学び合う子」を掲

げ、授業づくりを進めてきたのは、こうした瞬間を大切にしてい

きたいと考えたからです。友達の「分からなさ」に耳を傾けるこ

とは自分の考えを広げる大切なきっかけになります。実際に他者

の考えを手がかりに、もう一度考え直し、よりよい説明を探そう

とする姿が多く見られるようになってきました。今ではどの学年

も他者の考えに耳を傾けたり、分からなさに寄り添ったりしなが

ら学び合う姿が日常的になってきています。 

 一方で、国語や算数における基礎基本の定着には課題も見られました。言葉の意味を丁寧に読み取る力や、数量の仕

組みを正しく理解する力が十分でなければ対話は深まりません。基礎基本は、決して地味なものではなく、子どもたち

が新しい発見や「なるほど！」という瞬間に出合うための大切な土台です。土台がしっかりすることで、今まで知らな

かった考えや教科のおもしろさに出合うことができます。子どもたちの土台となる基礎基本の力を協同的な学びのよさ

を生かして高めながら、それぞれの教科がもつおもしろさを存分に味わうことができる授業設計を工夫していきたいと

考えています。 

 現代の子どもたちは、多様な情報に囲まれて生活しています。例えば、YouTube やInstagram では興味関心に応じ

て情報が提示される仕組み（フィルターバブル）が働いています。自分の興味関心の高い情報がどんどん手に入る一方

で、自分の知らない世界や異なる視点との出合いは、必ずしも

多くあるとは限りません。 

 だからこそ、学校では意図的に「違い」や「学びのおもしろ

い世界」に出合うことができる環境を作り出していくことが大

切です。そうして「本物の体験」を味わうことができた子ども

たちは、自分の可能性をどんどん切り拓いていきます。子ども

たちが自分から新たな世界に跳び込み、自分の世界を広げてい

くことができるように、次年度も全教職員一丸となって授業研

究を進めてまいります。 

URL  https://www.ariake-e.sapporo-c.ed.jp/    Tel :011-881-2949  Fax:011-881-9074 



 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
なお 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

通常日を含めてご家庭の判断で学

校に残る場合は、保護者の責任において静

かに安全に過ごせるよう、「何をするか」

ご家庭で必ず相談しておいてください。こ

の時間帯は放課後の扱いとなり、教職員の

付き添いはありません。


